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	１　事業の成果

　地域の自然資源（資本）の価値観と保全の重要性を広く啓発するため、若年層（小学生～高校生、親子等）への環境教育活動や、体験活動に特に力を入れました。
　　また成熟した新しい社会を創る総合的な力量を持つセクターとして、環境分野における行政、事業者、他組織、市民、学校との協働化や委託事業を促進するための研究調査能力向上にも取り組んできました。

２　事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に係る事業

	
	事業名
	事業内容
	実施
日時
	実施
場所
	従事者

の人数
	受益対象者

の範囲及び

人数
	事業費の

金額

（千円）
	

	
	行政に対する提言事業
	高津川流域の活性化、定住促進、廃棄物対策等への審議会出席等
	4月～3月
	益田市内
	5名
	益田市
	50

	

	
	環境保全にかかる教育・啓発事業

	環境学習支援事業（島根県林業課および益田市補助事業による小学校での環境教育）
	5月～3月
	益田市、津和野町、吉賀町
	30名
	260名
	2739
	

	
	
	その他、環境にかかわる教育、体験活動支援、講演活動、および実施拠点の運営
	4月～3月
	益田市、津和野町吉賀町
	30名
	300名
	2991
	

	
	川・海・湖での親水性を高める事業
	川ガキ講座事業
	8月
	匹見町
	5名
	50名
	48
	

	
	環境保全にかかる企画・調査・研究・コンサルタント事業
	希少生物の調査・保護巡視活動（ヒメバイカモ、カワラハンミョウ、ゴギ等）
	4月～3月
	吉賀町、益田市
	2名
	1000名
	50
	

	
	（参考：益田川と海をつなぐ自然環境保全活動組織として実施）
	水産多面的機能発揮対策事業（益田川のヨシ帯管理、内水面の生態維持・保全、チョウセンハマグリの稚貝調査、ハマグリ貝アート展の開催）
※益田川と海をつなぐ自然環境保全活動組織として実施

	4月～1月
	益田川下流域および津田海岸、中須海岸
	250名
	1200名
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１　事業別活動概要報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 環境保全にかかる企画、調査、研究、コンサルタント事業

希少野生動植物巡視活動
・日時：4～3月（随時実施）　　参加者：滝口、吉中、齋藤、三保

実施場所：六日市ジュンテンドー裏河川敷、七日市等

実施内容：ヒメバイカモ生育状況のモニタリング　　

・日時：7～8月　　参加者：三保、齋藤、渡邉

実施場所：益田川河口

実施内容：カワラハンミョウ生育状況のモニタリング、県との合同調査（7/24）、周辺の草刈り作業2回。

　　

　高津川流域の自然環境モニタリング調査

期間：随時実施　　　参加者：渡邉、佐々木、白岡、田原博、三保、齋藤等

内容：高津川流域を中心とした自然環境のモニタリングおよびデータ収集を随時実施。（海岸漂着物、海洋生物：佐々木、白岡　、野鳥類：田原、陸貝類：佐々木、渡邉、カワラハンミョウ：三保、齋藤　等）

県担当課や研究機関との合同調査も実施。（共同実施機関：島根県自然環境課、島根大学、奈良大学、東京大学等）
調査内容等は、総会などで会員間情報共有。
· 環境保全にかかる教育・啓発活動

みーもスクール事業（島根県県民参加の森づくり事業補助金・益田市森林環境教育支援補助金）
期間：R7年4月〜R8年3月　

実施校：安田小学校5年生、吉田小学校5年生、豊川小学校、桂平小学校

内容：高津川の源流～河口までを一日で巡る「高津川ツアー」などを中心とした、各校の特色に合わせた「森・川・海連関学」を、各校3～7回実施。
講師：三保、佐々木、齋藤、津島等
　安田小学校：座学、川・海でのフィールド学習、匹見峡ツアー、間伐体験、木工
　吉田小学校：座学、高津川ツアー、益田川ゴミ調査、木工
　桂平小学校：鴨島はまぐりの講義、津田海岸見学、飯浦漁港見学、間伐体験
　都茂小学校：匹見川ツアー、間伐体験、海での体験活動、自然館見学
・また、他団体が行う同補助事業に講師として参加（高津、日原、津和野、西益田の4校）
　環境教育支援事業
期間：6月～2月

内容：市内小学校、公民館、行政等が行う環境学習を講師として支援。

・他団体が行う環境教育に講師として参加（15回程度）。
・みーもスクール実施校で、番外編的な授業等を実施。(5回程度)
・齋藤、佐々木、田中が吉賀高校の選択科目「森里川海（環境）」の講師として、島根県特別非常勤講師として授業を実施。（2コマ×40回程度）。
・益田高校サイエンスプログラム研究を指導。
· 川、海、湖での親水性を高める事業　
川ガキ講座事業　（協働事業）
・川ガキ講座MINI（匹見上公民館との協働事業）
日時：7月31日（金）　実施場所：益田市匹見町　匹見下公民館前
参加者：匹見町と青原の小学生30名、匹見上公民館職員
昨年度同様、匹見上公民館との共同開催で、地域行事として匹見小と青原小の子供を対象に実施した。
・川ガキ講座inレストパーク（匹見峡レストパークとの協働事業）
日時：8月3日（日）　実施場所：益田市匹見町　レストパーク周辺

参加者：志塾フリースクール利用者20名
昨年度同様、匹見レストパークとの協働事業で、一般対象に実施した。
高津川自然塾・自然館事業（水産振興協会補助金）
・新事務所二階を「高津川自然館」として改修。標本やパネル等を作成して展示。
　見学者のべ120名。
・事務所前の河原や高津川、海などで、「高津川自然塾」と題した親子対象の自然活動（エビ釣り、ビーチコーミング、ゴリ突きなど）を8回開催。
その他一般収益事業
・ネイチャーガイドサービス
・ライフジャケットや釣り道具の有料貸出、教材・雑貨の物販等。
· 行政に対する政策提言事業
益田市への提言

・高津川流域の活性化、中山間地域活性化、定住促進、高津川かわまちづくり、廃棄物対策に関わる各審議会の委員として、審議会に出席。
· 会員の交流活動・総会

総会

日時：令和7年5月9日(金)　18:30〜20:00

場所：アンダンテ21事務所　　参加者：11名 
水産多面的機能発揮対策事業（益田川と海をつなぐ自然環境保全活動組織として実施）
	活動項目
	ヨシ帯の保全
	環境保全に大きな影響を及ぼす内水面の生態系維持・保全・改善
	干潟の保全（稚貝等の密度管理）
	干潟の保全（ハマグリアート展の開催）

	成果
	刈り取ったヨシは重機を用いて河原の外に持ち出した。ただし、河川管理者の益田県土整備事務所から指定された工期と人工数の制限により、五副寺橋より下流は、河原幅の半分の「間引き」にとどめた。現地で焼却しない分、ヨシが吸収した有機物（川の汚れ）を完全に川の外に持ち出すことが出来、より高い水質浄化効果が得られた。
	・石倉カゴによる生物資源量調査を導入し、資源量をより定量的にモニタリングできるようになった。・河川の清掃・ゴミ回収活動では、多くの市民参加によって、ゴミを一掃した。（11月,1月）また、清掃と併せて、ゴミの定点調査を実施し、河川ゴミの内容を分析した。（11月および1月）・生態系維持のためには水質改善に向けて住民努力を促す啓発活動を実施した。
	・稚貝基礎データによって、資源管理の重要性が認識されている。・津田地区では稚貝の生息は確認されているものの2年貝以上が極端に少なくなっている。・年間を通じて稚貝調査を行い、ハマグリの成長速度等が徐々に明らかになっている。・海岸に打ちあがった死殻のモニタリングにより、稚貝の死因を推測できた。
	・県内以外にも、広島、大阪、東京、北海道等から作品が集まり、合計194点の出展があった。・小学生らには他事業で行っている環境教育との相互連携構築によって地域の児童・学生はここの大ハマグリがいることを認知している。・コロナ禍の状況や、遠方からの出品者が増加したことを踏まえ、昨年度から続いてWeb展示会を実施し（開会から1ヶ月間の閲覧回数1185回、閲覧者273名）、来場者以外もハマグリアートを知る機会が増加した。

	組織体制
	・今年度も、農場が堆肥として引き取ったことにより処分費がかからなかった。数年分の肥料となるため、毎年あらたな受け入れ先の農場を見つける必要がある。また、構成員だけでは工期内の作業の完遂は厳しく、市民団体等の協力が求められる。
	・清掃活動は、毎年構成員以外のボランティア参加者で実施されている。今年度は11月に約80名の参加を得た。・ゴミ調査は中学生と小学生の参加者を中心に実施した。
	・稚貝調査については、市民参加型で行っているが、環境状態について、漁業者から市民への情報発信がされることによって、市民意識が高くなると予想される。・高校等の教育機関と連携して実施できた。
	・小学校を主とした学校教育機関、社会教育との連携が進み、今後の継続的な活動が期待される。県外からの応募の数も増加している。

	機能発揮活動
	・作業が専門的、重労働となるため、構成員だけでは難しい。重機を使った大規模な搬出作業や、膨大な量のヨシの粉砕作業を行うことは、構成員だけの力では非常に厳しく、協力団体等が現れないと次年度の継続は難しい。


	清掃活動は、過去の経験からボランティア活動となっているため、日当の支給は自主性を削ぐ可能性がある。
	・津田海岸での成貝が確認されない理由について、海岸の砂に注目し、粒度組成等の調査を開始した。津田海岸で稚貝の個体数および2年貝以上の個体数が減少傾向にある。原因究明と対策が望まれる。
	県外からの出展や来場者が増えており、活動の認知が拡がっている


